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	応用
	抗原情報
	背景
	EEA1は初期エンドソームマーカーであり、初期エンドソーム膜の融合と輸送に必須のRab5エフェクタータンパク質である(1-2)。EEA1のカルボキシ末端には、ホスファチジルイノシトール-3-リン酸（PtdIns(3)P）に結合するFYVEドメインが含まれており、EEA1を初期エンドソームへと誘導する(3)。EEA1とエンドソーム膜の安定した結合は、PI3キナーゼ、Rab5、およびカルシウム/カルモジュリンによって制御される(4-6)。膜に到達したEEA1は、Rab5、NSF、およびシンタキシン13と相互作用し、初期エンドソーム膜へのドッキングと融合を促進する(7)。ホスファチジルイノシトール-3-リン酸を含むリン脂質小胞に結合し、エンドソーム輸送に関与する。
	研究分野
	エンドサイトーシス;
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	(1) HeLa細胞溶解物、(2) NIH/3T3細胞溶解物におけるEEA1発現のウエスタンブロット解析。

